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一
、
は
じ
め
に

　

中
国
と
日
本
で
は
韓
国
僧
侶
の
註
釈
書
が
多
数
作
ら
れ
て
い
る１。
そ
の
中
で
最
も
多
く
作
ら
れ
た
の
は
、
新
羅
撰
述
説
が
主
張
さ
れ
る
も
の
の
、
未
だ
議
論
の

絶
え
な
い
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
対
す
る
註
釈
書
で
あ
り２、
こ
れ
を
除
け
ば
太
賢
の
著
述
に
対
す
る
註
釈
書
が
次
に
多
く３、『
広
釈
本
母
頌
』『
菩
薩
戒
本
宗
要
』『
梵

網
経
古
迹
記
』
が
そ
の
対
象
と
な
る
。

　

中
で
も
中
国
と
日
本
で
註
釈
さ
れ
た
の
は
『
広
釈
本
母
頌
』
で
、
中
国
の
僧
侶
道
峰
の
序
文
が
あ
り
、
日
本
で
三
十
種
以
上
の
註
釈
書
が
あ
る
の
は
『
菩
薩
戒

本
宗
要
』（
以
下
『
戒
本
宗
要
』
と
略
称
）
で
あ
り
、『
梵
網
経
古
迹
記
』（
以
下
『
古
迹
記
』
と
略
称
）
に
は
約
六
十
種
余
り
に
及
ぶ
日
本
の
註
釈
書
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
本
解
題
で
は
、
中
国
と
日
本
で
注
目
さ
れ
た
『
戒
本
宗
要
』
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
序
文
と
註
釈
よ
り
太
賢
と
い
う
人
物
や
思
想

に
対
す
る
中
国
と
日
本
の
認
識
が
読
み
取
れ
る
し
、
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
戒
律
観
の
変
化
が
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
『
戒
本
宗
要
』
そ
の
も
の
の
流
通
と
思
想
内
容
に
つ
い
て
簡
略
に
ま
と
め
た
う
え
で
、
註
釈
書
の
傾
向
を
み
て
、
義
記
の
意
味
、
太
賢
の
系
譜
、

宗
要
の
意
味
、
有
心
と
い
う
四
つ
の
論
点
か
ら
、
太
賢
の
『
戒
本
宗
要
』
を
め
ぐ
る
解
釈
の
傾
向
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
流
通
と
重
要
内
容

（
一
）『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
流
通

　

太
賢
の
『
戒
本
宗
要
』
の
現
在
の
流
通
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る４。
そ
れ
に
よ
る
と
、
十
二
世
紀
の
写
本
を
は
じ
め
十

七
世
紀
の
木
版
本
、
木
活
字
本
な
ど
が
あ
り
、
日
本
で
し
か
流
通
し
て
い
な
い
。
な
お
、
現
在
確
認
さ
れ
る
最
も
古
い
『
戒
本
宗
要
』
は
東
寺
観
智
院
本
の
よ
う

で
、
一
一
六
一
年
の
筆
写
記
録
が
あ
り
、
道
峰
の
序
文
が
付
い
て
い
る５。
そ
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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平
安
時
代
永
暦
二
年
写
、
朱
点
（
区
切
点・

声
点
）
巻
子
本
、
楮
紙

〔
外
題
〕
菩
薩
戒
本
宗
要　
〔
内
題
〕
大
賢
法
師
義
記
一
巻　
〔
尾
題
〕
菩
薩
戒
本
宗
要
一
巻　
〔
奥
書
〕
永
暦
二
年
九
月
十
日
亥
尅
許
／
奉
書
了
仏
了
序
説

之
／
一
交
了
（
朱
書
）「
同
月
十
二
日
未
尅
許
移
点
了
」／（
別
筆
）「
観
智
院
」

　

そ
の
他
、
現
在
実
物
や
目
録
上
で
確
認
で
き
る
『
戒
本
宗
要
』
は
〈
表
一
〉
の
よ
う
で
あ
る
。
殆
ど
が
一
巻
本
で
あ
る
が
、
特
異
事
項
は
備
考
に
記
し
て
お
く６。

〈
表
一
〉『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
所
在
地

番
号

刊
行
年

所
蔵
処

刊
行
形
態

備　

考

①

一
二
七
五
（
建
治
元
）

戒
学
院

写
本

②

一
三
一
八
（
文
保
二
）

戒
学
院

写
本

願
主
法
眼
永
実

③

一
三
二
四
（
元
亨
四
）

大
須
文
庫

写
本

二
帖

④

一
三
四
七
（
貞
和
三
）

西
大
寺

写
本

（
別
筆
一
）
英
心

（
別
筆
二
）
南
都
不
退
寺
高
円

⑤

一
三
五
九
（
正
平
十
四
）

東
寺
観
智
院

写
本

叡
空
奥
書
本

⑥

一
三
五
九
（
正
平
十
四
）

東
大
寺

刊
本

西
大
寺
版

⑦

江
戸
初
期

身
延
山
大
図
書
館

古
活
字
本

⑧

一
六
四
四
（
寛
永
二
十
一
）

国
文
学
研
究
資
料
館

刊
本

⑨

一
六
五
一
（
慶
安
四
）

京
都
大
図
書
館

刊
本

⑩

一
六
七
一
（
寛
文
十
一
）

龍
谷
大
図
書
館・

高
野
山
大
図
書
館

刊
本

覚
雲
［
編
］

⑪

一
六
七
五
（
延
宝
三
）

東
洋
大
哲
学
堂・

高
野
山
図
大
書
館・�

 

大
正
大
図
書
館・

龍
谷
大
図
書
館

刊
本

科
分
、
道
峰
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⑫

一
六
九
五
（
元
禄
八
）

龍
谷
大
図
書
館

刊
本

科
図
、
道
峰

⑬

一
七
二
二

薬
師
寺
金
蔵
院

写
本

二
冊

⑭

江
戸

東
向
観
音
寺

写
本

宗
要
と
義
記
序
と
二
種
類

⑮

江
戸
（
一
六
五
九
以
前
）

身
延
文
庫

写
本

宗
要
ノ
科
本
、
道
峰

　

こ
れ
で
観
智
院
本
を
含
ん
で
十
六
種
と
な
る
『
戒
本
宗
要
』
の
情
報
を
集
め
た
が
、
ま
ず
、
①
戒
学
院
の
写
本
は
、
観
智
院
本
の
他
に
次
に
古
い
。
義
記
序
が

あ
る
か
ど
う
か
の
情
報
源
は
な
い
が
、
②
と
同
系
統
の
写
本
で
あ
る
。
③
か
ら
は
義
記
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
③
大
津
文
庫
の
写
本
は
公
開
さ
れ
て
い
る
。
二
帖

と
な
っ
て
い
る
が
、
二
つ
の
『
戒
本
宗
要
』
の
写
本
が
合
冊
さ
れ
て
一
冊
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
三
二
四
年
の
刊
記
が
あ
る
。
但
し
、
二
つ
と
も

一
三
二
四
年
に
筆
写
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
④・

⑤・

⑥
は
、
西
大
寺
系
統
の
も
の
と
し
て
同
じ
系
統
の
写
本
と
刊
本
で
あ
る
。
⑦
身
延
山
大
学
の
も
の
は
古

活
字
本
と
い
う
点
で
珍
し
い
。
⑧
国
文
学
資
料
館
の
も
の
も
公
開
さ
れ
て
い
る
し
、
⑨
京
都
大
学
の
も
の
は
蔵
経
書
院
本
で
あ
り
、
続
蔵
経
の
底
本
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
は
記
と
本
文
の
構
成
で
あ
る
が
、
⑩
覚
雲
［
編
］
の
も
の
は
、
科
文
の
中
に
本
文
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
刊
記
で
は
『
戒
本
宗
要
』

が
戒
律
の
中
枢
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
お
り
、
こ
れ
〔
＝
『
戒
本
宗
要
』〕
を
読
む
と
持
犯
の
開
遮
の
こ
と
が
容
易
く
分
か
り
、
こ
の
意
味
を
覚
る
と
諸
々
の
戒

の
道
理
が
自
ず
と
明
白
に
な
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
今
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
た
叡
尊
の
科
文
は
そ
の
ま
ま
で
は
分
か
り
難
い
の
で
、
覚
雲
が
、
そ
の
科

を
分
け
て
、
章
の
間
に
入
れ
て
お
き
、
並
び
に
字
を
訂
正
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る７。
こ
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
戒
本
宗
要
』
の
機
能
に

関
す
る
認
識
と
、『
戒
本
宗
要
』
を
読
む
際
に
叡
尊
の
科
文
が
羅
針
盤
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
、
科
文
と
本
文
と
が
別
々
に

な
っ
て
は
、『
戒
本
宗
要
』
の
中
身
が
掴
み
難
か
っ
た
事
実
も
露
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、
覚
雲
本
人
が
科
文
を
本
文
に
入
れ
て
分
か
り
易
く
し
た
と
も
言
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
科
文
が
頭
註
の
よ
う
な
科
図
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
⑪
と
⑫
で
あ
る
。「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
検
索
す
れ
ば
、

「
統
一
書
名
：
菩
薩
戒
本
宗
要
分
科
、
著
者
：
道
峰
、
国
書
所
在
：【
版
】〈
延
宝
三
版
〉
竜
谷
〈
元
禄
八
版
〉
竜
谷
」
と
あ
り
、
同
様
の
形
式
の
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
龍
谷
大
学
の
情
報
に
は
、〈
延
宝
三
版
〉
は
「
出
版・

頒
布
事
項　

京
都
：
村
上
勘
兵
衞
刊
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）／
そ
の
他
の
標
題
表
紙
タ
イ
ト
ル
：

（
科
分
）
菩
薩
戒
本
宗
要
／
そ
の
他
の
標
題　

異
な
り
ア
ク
セ
ス
タ
イ
ト
ル
：
菩
薩
戒
本
宗
要
分
科
」
と
の
記
載
が
あ
り
、〈
元
禄
八
版
〉
は
「
出
版・

頒
布
事
項　
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京
都
：
村
上
勘
兵
衞
刊
、［
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
跋
］／
そ
の
他
の
標
題　

表
紙
タ
イ
ト
ル
：（
科
図
）
菩
薩
戒
本
宗
要
／
そ
の
他
の
標
題　

異
な
り
ア
ク
セ
ス

タ
イ
ト
ル
：
菩
薩
戒
本
宗
要
分
科
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
両
方
と
も
村
上
勘
兵
衞
の
刊
行
な
の
で
、
一
六
七
五
年
か
ら
二
十
年
後
の
一
六
九
五
年
に
再
刊
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
身
延
文
庫
に
は
身
延
山
第
二
十
七
世
日
境
（
一
六
〇
一
～
一
六
五
九
）
の
花
押
の
押
印
が
あ
る
、
こ
れ
ら
と
同
じ
形
式
の
も

の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
⑮
で
あ
る
。
表
紙
は
「
道
峰　

菩
薩
戒
本
ノ
宗
要
ノ
科
本
」
と
な
っ
て
お
り
、
⑪・

⑫
と
同
様
に
、
科
文
の
下
に
序
と
本
文
が

書
写
さ
れ
て
い
る
。
日
境
の
生
没
年
代
か
ら
み
て
、〈
延
宝
三
版
〉
よ
り
二
十
年
ほ
ど
早
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
頭
註
の
よ
う
な
科
図
は
、
⑪・

⑫
の

刊
本
よ
り
身
延
文
庫
の
写
本
が
早
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
⑪・

⑫
の
科
文
は
序
に
は
な
く
、
本
文
か
ら
始
ま
っ
て
い
る８。
よ
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
身
延
文
庫
の

写
本
は
科
図
形
式
の
も
の
と
し
て
価
値
の
高
い
写
本
と
な
る
。
ま
た
、
覚
雲
の
よ
う
に
叡
尊
の
科
文
を
章
に
入
れ
た
形
式
を
作
る
前
に
、
頭
註
形
式
の
科
図
が
先

に
流
行
し
た
こ
と
も
言
え
る
。
な
お
、
当
然
な
が
ら
、
分
科
は
叡
尊
の
作
で
道
峰
の
作
で
は
な
い
。
⑬
薬
師
寺
金
蔵
院
は
未
見
で
あ
る
が
、
二
冊
と
い
う
の
は
、

二
つ
の
『
戒
本
宗
要
』
が
入
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
⑭
東
向
観
音
寺
の
『
戒
本
宗
要
』
は
二
種
類
あ
る９。
現
在
、
真
言
宗
泉
涌
寺
派
の
寺
で
あ
る
東
向
観
音

寺
に
は
、
十
二
函
に
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』（
一
七
頁
）
と
『
大
賢
法
師
義
記
序
』（
二
二
頁
）
が
あ
る
。
目
録
か
ら
判
断
し
て
み
る
と
、
前
者
に
は
序
文
が
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
、
一
つ
の
寺
に
二
つ
の
系
統
の
写
本
が
あ
る
の
か
調
査
の
必
要
が
生
じ
る
。
な
お
、『
戒
本
宗
要
』
の
所
在
処
も
増
え
る
こ
と
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
う
し
た
問
題
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

以
上
、『
戒
本
宗
要
』
の
流
通
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。
写
本・

刊
本
、
そ
し
て
科
文
の
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
二
種
類
、
そ
し
て
義
記
序
の
あ
る
も
の・

な

い
も
の
が
想
定
で
き
た
。
そ
の
中
で
、
覚
雲
の
奥
書
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
ま
で
の
『
戒
本
宗
要
』
の
重
要
性
、
そ
し
て
叡
尊
科
文
の
活
用
に
つ
い
て
も
分
か
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
、
身
延
山
大
学
の
古
活
字
本
や
、
頭
註
の
科
文
の
付
さ
れ
て
い
る
写
本
の
存
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
言
え
る
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
本
資
料
叢
書
で
は
、
こ
の
⑦
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
古
活
字
本
を
影
印
に
て
掲
載
し
た
。

こ
こ
で
は
古
活
字
本
の
書
誌
に
つ
い
て
紹
介
し
、
今
後
の
更
な
る
『
戒
本
宗
要
』
の
流
通
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
た
い
。
古
活
字
本
の
書
誌
情
報
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

身
延
山
大
学
図
書
館
所
蔵
古
典
籍
目
録
（
貴
重
本
）
資
料
番
号
一
七
四

線
装
本
、
一
巻
一
冊
。
法
量
は
縦
二
七・

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
九・

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
表
紙
は
改
装
、「
戒
本
宗
要　

完
」「
身
延
本
院
文
庫
」
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と
墨
書
さ
れ
、
身
延
山
大
学
の
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
る
。
本
文
十
五
丁
。
前・

後
に
遊
紙
一
丁
。
一
丁
表
に
「
太
賢
法
師
義
序　

大
薦
福
寺
僧
道
峯
撰
」、
三

丁
表
に
内
題
「
菩
薩
戒
本
宗
要
一
巻　

青
丘
沙
門
太
賢
撰
」
と
あ
る
。
版
心
は
双
花
口
魚
尾
「
戒
本
宗
要　

一
」。
無
辺
無
界
、
九
行
十
九
字
、
白
文
。
本
文

は
十
五
丁
表
「
菩
薩
戒
本
宗
要
一
巻
」
で
終
わ
り
、
刊
記
は
な
い
。

な
お
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
古
活
字
本
が
も
う
一
本
所
蔵
さ
れ
る
。

身
延
山
大
学
図
書
館
所
蔵
古
典
籍
目
録
（
貴
重
本
）
資
料
番
号
一
七
三

線
装
本
、
一
巻
一
冊
。
改
装
。
法
量
は
縦
三
〇・

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
九・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
他
は
右
と
同
じ
で
あ
る
。
右
の
古
活
字
本
は
改

装
の
際
に
天
地
が
裁
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
重
要
内
容

　

こ
こ
で
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
内
容
を
検
討
す
る
。
鑑
真
が
中
国
か
ら
七
五
四
年
に
日
本
へ
き
て
菩
薩
戒
を
授
け
た
と
言
わ
れ
る
。
彼
の
弟
子
で
あ
る
法
進
は

『
梵
網
経
』
註
釈
書
を
残
し
、
七
三
六
年
に
来
日
し
た
道
璿
も
『
梵
網
経
』
註
釈
書
を
著
し
た
。
言
わ
ば
、
日
本
戒
律
の
正
統
派
と
も
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
善
珠

は
『
梵
網
経
略
疏
』
に
お
い
て
太
賢
の
『
古
迹
記
』
を
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
最
澄
の
戒
律
関
連
の
も
の
に
も
『
古
迹
記
』
が
日

本
天
台
の
円
戒
思
想
を
支
え
る
重
要
な
根
拠
の
一
つ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
ほ
ど10、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
太
賢
の
『
梵
網
経
』
関
連
の
文
献
が

注
目
さ
れ
る
。
後
に
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
日
本
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
研
究
は
、
智
顗
や
法
蔵
の
よ
う
に
天
台
宗
や
華
厳
宗
の
中
心
人
物
の
『
梵
網
経
』
註
釈
書

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
註
釈
書
よ
り
太
賢
の
『
古
迹
記
』
や
『
戒
本
宗
要
』
が
最
も
重
視
さ
れ
る
。
吉
津
氏
は
こ
う
し
た
傾
向
の
背
景
に
、
太
賢
の

菩
薩
戒
の
思
想
と
、『
華
厳
経
』『
梵
網
経
』
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
梵
網
経
』
を
絶
対
化
す
る
流
れ
に
あ
っ
た
と
推
測
し
、
こ
う
し
た
態
度
を
一
乗
の

イ
デ
ア
（
一
乗
主
義
）
と
命
名
し
た
。
即
ち
太
賢
の
菩
薩
戒
思
想
は
、
日
本
仏
教
の
一
乗
主
義
に
相
応
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る11。

　

太
賢
の
『
戒
本
宗
要
』
は
、『
古
迹
記
』
を
著
す
前
に
菩
薩
戒
の
要
点
を
ま
と
め
た
著
述
で
あ
り
、『
古
迹
記
』
の
礎
に
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
お
り12、
現
在
二

つ
の
訳
注
が
な
さ
れ
て
い
る13。『
戒
本
宗
要
』
冒
頭
に
は
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今
依
此
経
釈
持
犯
要
。
略
有
三
門
。
一
申
経
意
門
。
二
能
所
成
門
。
三
修
行
差
別
門
（
大
正
四
五・

九
一
五
中
）

今
こ
の
経
に
よ
っ
て
誤
り
か
ら
守
る
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
だ
い
た
い
三
つ
の
門
が
あ
る
。
一
に
は
、
経
の
意
味
に
関
す
る
説
明
。
二
に
は
、
菩
薩
戒
を
受

け
る
側
と
菩
薩
戒
の
内
容
に
関
す
る
説
明
。
三
に
は
、
様
々
な
修
行
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
太
賢
の
菩
薩
戒
思
想
を
知
る
た
め
に
適
切
な
文
献
と
な
る14。

　

第
一
の
申
経
意
門
で
は
、「
経
曰
。
梵
網
経
盧
遮
那
仏
説
菩
薩
心
地
品
」（
大
正
四
五・

九
一
五
中
）
と
始
ま
る
の
で
、
こ
こ
で
指
し
て
い
る
菩
薩
戒
と
は
『
梵

網
経
』
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

第
二
の
能
所
成
門
で
は
、
ま
ず
、
能
成
門
に
お
い
て
経
典
で
い
う
一
切
有
心
者
（
能
成
者
）
に
つ
い
て
論
じ
、
一
切
善
を
修
し
て
一
切
清
浄
を
得
る
こ
と
を
求

め
る
が
、『
涅
槃
経
』
よ
り
「
発
心
畢
竟
二
無
別
」（
経
文
に
は
二
不
別
）
と
い
う
文
を
引
用
し
た
う
え
で
、
初
発
心
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
言
え
る
。

次
に
所
成
門
と
は
、
菩
薩
戒
の
相
が
三
際
に
わ
た
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
、
具
体
的
に
三
つ
に
分
け
る
。
一
は
受
不
同
分
相
（
戒
を
受
け
る
に
同
じ

で
な
い
様
相
）、
二
は
犯
不
同
分
相
（
犯
す
る
範
囲
の
同
じ
で
な
い
様
相
）、
三
は
捨
不
同
分
相
（
捨
に
同
じ
で
な
い
様
相
）
で
あ
る
。
一
の
受
不
同
分
相
で
は
、

菩
薩
戒
は
七
遮
を
除
い
て
、
重
ね
て
受
け
る
こ
と
も
含
め
、
一
切
が
受
得
で
き
る
と
言
わ
れ
る
が
、
十
重
を
犯
す
れ
ば
、
現
身
で
は
戒
を
受
け
ら
れ
な
い
の
が
太

賢
の
立
場
で
あ
る15。
二
の
犯
不
同
分
相
で
は
、
菩
薩
と
声
聞
の
犯
不
犯
の
解
釈
が
異
な
る
こ
と
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
菩
薩
は
身・

語・

心
の
戒
を

揃
え
る
の
に
対
し
て
、
声
聞
は
身・

語
の
戒
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
性
罪
の
現
行
を
め
ぐ
っ
て
、
菩
薩
戒
に
お
い
て
は
犯
と
思
わ
れ
て
も
、
犯
で
な
く

返
っ
て
功
徳
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
三
の
捨
不
同
分
相
で
は
、
重
罪
を
犯
し
た
場
合
に
捨
て
る
こ
と
と
捨
て
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
例
え

ば
比
丘
な
ど
は
重
罪
を
犯
し
た
時
に
、
皆
が
浄
戒
を
失
う
が
、
菩
薩
は
一
部
し
か
失
わ
な
い
と
言
い
、
こ
れ
が
弥
勒
の
説
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
不
同
に

関
す
る
解
釈
は
後
の
鎌
倉
時
代
に
議
論
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。

　

第
三
の
修
行
差
別
門
は
四
つ
に
分
か
れ
る
。
一
に
は
親
近
善
士
門
（
善
き
人
に
近
づ
く
門
）、
二
に
は
聴
聞
正
法
門
（
正
法
を
聞
く
門
）、
三
に
は
如
理
作
意
門

（
道
理
に
適
合
さ
せ
て
意
志
を
作
る
門
）、
四
に
は
如
説
修
行
門
（
説
法
に
相
応
し
く
修
行
す
る
門
）
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
菩
提
に
向
か
う
た
め
に
は
良
き
人
に
会
う
の
が
最
優
先
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
親
近
善
士
門
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
次
に
、
そ
の
菩
提
の
た
め
に
正
法
を

聞
く
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
が
聴
聞
正
法
門
で
あ
る16。
な
お
、
四
事
を
観
察
し
て
、
四
倒
を
治
す
べ
き
こ
と
を
説
く
が
、
こ
れ
が
如
理
作
意
門
で
あ
る
。
そ
の
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次
が
如
説
修
行
門
で
あ
り
、『
戒
本
宗
要
』
の
中
心
と
な
る
門
で
あ
る17。
こ
こ
で
は
、
十
地
を
超
え
る
こ
と
を
誓
い
、
菩
提
に
対
し
て
遠
志
を
も
っ
て
出
家
し
て
、

戒
定
慧
の
中
で
説
か
れ
る
ま
ま
に
修
行
す
る
こ
と18を
い
う
。
そ
し
て
こ
の
修
行
に
対
し
て
ま
た
四
つ
に
分
け
て
説
明
す
る
。
一
は
護
正
念
門
、
二
は
波
羅
密
多
勝

門
、
三
は
軽
重
性
門
、
四
は
持
犯
相
門
で
あ
る
。

　

一
の
護
正
念
門
で
は
、
愛
し
た
い
対
象
、
自
分
の
考
え
と
相
違
す
る
場
面
、
両
方
を
伴
う
境
界
に
お
い
て
作
る
べ
き
念
に
つ
い
て
説
明
す
る19。
二
の
波
羅
密
多

摂
門
で
は
、
波
羅
密
多
（
彼
岸
に
到
達
す
る
）
の
た
め
の
修
行
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
包
摂
の
観
点
か
ら
は
一
行
が
一
切
行
を
摂
し
、
時
間
の
観
点
か
ら
は
、

一
念
が
無
量
の
時
間
で
あ
り
、
こ
の
一
念
の
中
に
一
切
の
修
行
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
三
の
軽
重
性
門
で
は
、
菩
薩
の
禁
戒
に
十
重
四
十
八
軽
戒
が
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
、
菩
薩
戒
は
意
地
を
根
本
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
最
後
に
三
聚
戒
を
根
本
と
す
る
と
明
言
す
る
。
則
ち
菩
薩
戒
の
五
十
八
戒
は
三
聚
戒
に
ま

と
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
四
の
持
犯
相
門
は
最
も
長
く
、
総
相
門
、
別
相
門
、
究
竟
門
に
分
け
る
。

　

ま
ず
総
相
門
で
は
、
犯
不
犯
と
作
の
関
係
、
犯
不
犯
と
罪
の
関
係
、
罪
と
業
の
関
係
を
述
べ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
提
起
さ
れ
る
捨
の
問
題
に
つ
い
て
、
菩
薩

戒
の
中
で
は
受
法
は
あ
っ
て
も
捨
法
は
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。
次
の
別
相
門
で
は
自
讃
毀
他
に
つ
い
て
四
句
を
も
っ
て
説
き
な
が
ら
、
戒
律
と
緩
の
関
係
な

ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
最
後
の
究
竟
門
で
は
犯
不
犯
の
相
は
不
可
得
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
が
『
戒
本
宗
要
』
の
大
要
で
あ
る
が
、
前
述
の
覚
雲
の
評

価
に
あ
る
よ
う
に
、
短
い
文
章
に
戒
律
の
要
点
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
日
本
律
宗
の
復
興
に
あ
た
り
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

註
釈
書
が
現
れ
る
。
以
下
、
そ
の
註
釈
の
傾
向
と
重
要
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

三
、『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
に
対
す
る
日
本
の
註
釈
書
現
況
と
註
釈
傾
向

（
一
）『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
に
対
す
る
日
本
の
註
釈
書
現
況

　
『
戒
本
宗
要
』
に
関
し
て
は
日
本
の
註
釈
が
多
い
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
『
戒
本
宗
要
』
に
大
薦
福
寺
道
峰
の
序
文
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。『
戒
本
宗
要
』
に
道
峰
の
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
戒
本
宗
要
』
が
中
国
に
入
っ
て
関
心
を
惹
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
薦
福
寺
道
峰
に
関
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し
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
『
東
域
伝
灯
目
録
』
に
「
同
〔
＝
瑜
伽
〕
論
決
択
補
欠
抄
五
巻
（
大
薦
福
寺
道
峯
所
出
）」（
大
正
五
五・

一
一
五
七
上
）
と
い
う
記
録
か
ら
、
一
〇
九
四
年
以
前
に
活
動
し
た
法
相
唯
識
僧
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る20。
中
国
に
早
く
も
序
文
が
著
さ
れ
た
も
の
の
、
本

文
に
対
す
る
註
釈
書
は
日
本
の
も
の
し
か
な
い
。『
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
書
に
関
し
て
は
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
と
『
律
宗
文
献
目
録
』
を
通
じ
て
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
が
あ
る21。
な
お
、「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
お
い
て
「
戒
本
宗
要
」
で
検
索
す
る
と
、
十
七
種
類
の
註
釈
書
目
録
が
表
示
さ
れ
る
の
み
で

あ
る22。
こ
れ
ら
の
情
報
を
合
わ
せ
て
現
存
し
て
い
る
註
釈
書
を
大
体
の
年
度
順
に
ま
と
め
る
と
〈
表
二
〉
の
よ
う
に
な
る23。

〈
表
二
〉『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
書

番
号

著　

者

文
献
名

著
述・

刊
行
年
度

①

覚
盛
（
一
一
九
四
～
一
二
四
九
）

菩
薩
戒
本
宗
要
雑
文
集
一
巻

著
一
二
二
九
（
安
貞
三
）

②

叡
尊
（
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
）

菩
薩
戒
本
宗
要
科
一
冊

著
一
二
七
五
（
文
永
十
二
）

③

菩
薩
戒
本
宗
要
輔
行
文
集
二
巻

著
一
二
八
五
（
弘
安
八
）

④

宗
要
聞
書
第
一

刊
一
二
九
五
（
永
仁
三
）

⑤

定
泉

菩
薩
戒
本
宗
要
拾
遺
鈔
二
巻

著
一
二
九
六
（
永
仁
四
）

⑥

英
心

菩
薩
戒
本
宗
要
拾
義
鈔
一
冊

著
一
三
四
七
（
貞
和
三
）

⑦

不
詳

菩
薩
戒
本
宗
要
枢
鏡
文
集
二
巻
二
冊

刊
十
三
～
十
四
世
紀

⑧

不
詳

菩
薩
戒
本
宗
要
見
聞
集
巻
上
一
冊

刊
十
三
～
十
四
世
紀

⑨

不
詳

宗
要
足
益
勘
文
集
二
巻

刊
一
三
四
五
（
興
國
六
）

⑩

公
基

菩
薩
戒
本
宗
要
聞
書
一
巻

刊
一
三
七
四
（
応
安
七
）

⑪

不
詳

菩
薩
戒
本
宗
要
玉
華
鈔
三
冊

刊
十
四
世
紀

⑫

不
詳

宗
要
抄
物
第
一
、
第
三
、
第
四

刊
一
五
二
五
（
大
永
五
）
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⑬

不
詳

宗
要
抄
第
一
、
第
三
、
第
四

刊
一
五
五
九
（
永
禄
二
）

⑭

仙
祐

菩
薩
戒
本
宗
要
鈔
二
巻
一
冊

刊
一
五
六
五
（
写
）

菩
薩
戒
本
宗
要
抄
二
巻
一
冊

刊
一
六
四
七
（
正
保
四
）

⑮

不
詳

菩
薩
戒
本
宗
要
序
抄
一
巻

刊
一
六
一
一

⑯

不
詳

菩
薩
戒
本
宗
要
抄
物
四
冊

刊
一
六
三
二
（
寛
永
九
）

⑰

高
印

菩
薩
戒
本
宗
要
拾
義
一
巻

刊
一
六
六
二

⑱

寂
隠

菩
薩
戒
本
宗
要
関
解
三
冊

刊
一
六
八
〇
（
延
宝
八
）

⑲

正
亮

菩
薩
戒
本
宗
要
簡
註
三
巻
三
冊

刊
一
六
九
〇
（
元
禄
三
）

⑳

正
直

菩
薩
戒
本
宗
要
纂
註
二
巻
二
冊

刊
一
六
九
〇
（
元
禄
三
）

㉑

道
峰
？

菩
薩
戒
本
宗
要
分
科
一
巻

刊
一
六
九
五
（
元
禄
八
）

㉒

法
俊

菩
薩
戒
本
宗
要
助
講
二
巻

刊
一
六
九
八

㉓

通
玄

菩
薩
戒
本
宗
要
資
量
鈔
一
巻

刊
一
七
〇
七
（
宝
永
四
）

㉔

菩
薩
戒
本
宗
要
資
糧
鈔
引
拠
二
巻

㉕

不
詳

菩
薩
戒
本
宗
要
録
二
巻
二
冊

刊
一
七
二
二
（
享
保
七
）

㉖

泰
州

菩
薩
戒
本
宗
要
贊
成
記
二
巻

刊
一
七
四
三

㉗

不
詳

菩
薩
戒
本
宗
要
二
巻
抄
二
巻

㉘

不
詳

菩
薩
戒
本
宗
要
科
分
一
帖

㉙

思
玉

菩
薩
戒
本
宗
要
序
解
並
略
解
一
巻

　
〈
表
二
〉
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
ま
ず
、
道
峯
序
に
対
す
る
註
釈
は
、
太
賢
や
『
戒
本
宗
要
』
に
対
す
る
総
体
的
な
認
識
と
関
連
付
け
ら
れ
る
の
で
、
全
部
で
確

認
が
取
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
道
峯
序
を
基
準
と
し
て
補
足
す
る
。
最
も
早
い
①
覚
盛
に
は
序
の
註
釈
が
あ
る
が
、
三
か
所
の
み
註
釈
に
利
用
さ
れ
て
い
る24。
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②
叡
尊
は
科
文
で
あ
る
の
で
省
略
し
、
③
叡
尊
は
序
を
釈
し
て
い
な
い
。
④
『
宗
要
聞
書
』
は
一
巻
で
あ
り
、
既
存
の
研
究
で
は
双
照
写
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

東
大
寺
写
本
を
確
認
す
る
と
双
照
之
で
あ
る
。
こ
れ
は
双
照
伝
承
本
と
い
う
意
味
な
の
で
、
双
照
は
筆
写
し
た
人
で
は
な
い
。
こ
の
写
本
は
序
の
最
後
ま
で
註
釈

し
て
一
巻
が
終
わ
る
。
語
句
を
選
ん
で
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
一
部
欠
落
も
あ
る
が
、
現
在
確
認
さ
れ
る
限
り
で
は
、
序
に
対
す
る
初
め
て
の
詳
し
い
註
釈
で
あ

る
。
但
し
、
講
義
録
で
走
り
書
き
の
故
に
文
字
が
読
み
に
く
く
、
崩
し
字
を
起
こ
さ
な
い
と
す
ぐ
に
は
研
究
に
利
用
で
き
る
状
態
で
は
な
い25。
⑤
定
泉
と
⑥
英
心

は
と
も
に
京
都
大
学
図
書
館
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
提
供
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
序
の
註
釈
が
付
い
て
い
な
い
。
⑦
と
⑧
に
も
な
い26。
⑨
と
⑩
公
基
は
未
確
認
で
あ
る
。

⑪
に
は
巻
数
か
ら
み
る
と
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
現
存
し
て
い
る
も
の
は
巻
中
の
「
題
云
菩
薩
戒
本
宗
要
一
巻
者
」
か
ら
で
あ
り
、
序
の
註
釈
は
欠
落
し
て
い
る
。

⑫
は
四
巻
の
み
現
存
し
て
い
る
の
で
序
文
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
⑬
は
未
確
認
で
あ
る
。
⑭
仙
祐
に
は
完
全
な
註
釈
が
あ
る
。
版
本
で
あ
り
、
⑭
を
通
じ
て

④
の
文
字
が
読
め
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
⑭
を
序
の
註
釈
に
対
す
る
研
究
の
出
発
と
し
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る27。
⑮
は
序
の
註
釈
の
よ
う
で
、
そ
の
後
の
文
献
に

は
㉓
通
玄
の
一
巻
に
も
序
の
註
釈
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
未
確
認
の
も
の
も
あ
る
が
、
大
体
序
の
註
釈
が
付
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
⑭
は
太

賢
の
『
戒
本
宗
要
』
に
対
す
る
認
識
を
調
べ
る
際
に
非
常
に
重
要
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
節
か
ら
こ
れ
を
中
心
に
註
釈
書
の
流
れ
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

　

な
お
、
現
存
し
て
い
な
い
註
釈
と
し
て
は
賴
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
の
『
菩
薩
戒
本
宗
要
略
抄
』
一
巻
、
凝
然
（
一
二
四
〇
～
一
三
二
一
）
の
『
菩
薩

戒
本
宗
要
序
記
』
一
巻
、
著
者
不
詳
の
『
菩
薩
戒
本
宗
要
七
日
抄
』
な
ど
も
あ
り
、『
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
書
は
三
十
三
種
類
ほ
ど
に
達
す
る
。
と
は
い
っ
て
も
、

こ
れ
が
『
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
書
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
②
叡
尊
は
、
科
文
が
単
独
で
流
通
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、〈
表
一
〉
の
⑩
の
よ
う
に
後
に
科

文
を
本
文
に
入
れ
て
寛
文
十
一
年
に
は
『
科
入
戒
本
宗
要
』
が
刊
行
さ
れ
る
が28、
こ
れ
も
註
釈
の
一
種
類
に
な
る
。〈
表
一
〉
⑮
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
既
存
の

研
究
情
報
に
含
ま
れ
て
い
な
い
文
献
に
心
性
院
日
遠
（
一
五
七
二
～
一
六
四
二
）
が
一
五
九
六
年
に
著
し
た
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
が
身
延
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る29。
こ
の
文
献
の
存
在
は
、
太
賢
の
『
戒
本
宗
要
』
に
対
し
て
広
い
宗
派
か
ら
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の

検
討
は
鎌
倉
時
代
以
降
に
お
け
る
戒
律
思
想
の
伝
播
と
い
う
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
の
で
、
本
資
料
叢
書
に
お
い
て
影
印
を
掲
載
し
て
い
る
。
日
遠
『
菩
薩
戒
本

宗
要
私
』
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
本
書
収
録
の
桑
名
法
晃
「
身
延
文
庫
蔵　

心
性
院
日
遠
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
の
一
考
察
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
れ
で
三
十
六
種
ほ
ど
の
『
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
書
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
本
格
的
な
註
釈
書
と
は
言
い
難
く
、
科
文
と
関
連
し
て
い
る
〈
表

二
〉
の
②・

㉑・

㉘
と
、〈
表
一
〉
の
⑩・

⑮
を
除
い
て
も
三
十
一
種
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
太
賢
の
『
梵
網
経
古
迹
記
』
に
対
す
る
註
釈
書
の
六
十
種
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余
り
に30凡
そ
半
数
ほ
ど
を
占
め
て
い
る
。
大
谷
由
香
氏
は
、
鎌
倉
時
代
に
律
宗
復
興
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
貞
慶
が
自
説
を
補
う
た
め
に
太
賢
の
『
古
迹
記
』
を

活
用
し
た
り
、
唐
招
提
寺
で
『
古
迹
記
』
を
講
義
し
、
な
お
、
俊
芿
の
帰
国
前
後
に
伴
い
『
古
迹
記
』
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
と
す
る31。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
太
賢
の
『
古
迹
記
』
研
究
ブ
ー
ム
と
と
も
に
『
古
迹
記
』
を
理
解
す
る
た
め
の
綱
要
書
と
し
て
『
戒
本
宗
要
』
が
新
発
見
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
る32。
要
す
る

に
『
戒
本
宗
要
』
は
菩
薩
戒
を
理
解
す
る
た
め
の
思
想
的
基
準
と
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
以
下
、『
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
書
に
お
け
る
論
点
を
ま
と
め
、
今

後
の
更
な
る
研
究
に
お
い
て
礎
と
し
た
い
。

（
二
）『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
註
釈
書
の
論
点

（
１
）
義
記
の
意
味

　

道
峯
序
文
の
完
全
な
註
釈
が
存
在
す
る
〈
表
二
〉
の
⑭
『
菩
薩
戒
本
宗
要
抄
』（
以
下
『
宗
要
抄
』
と
略
称
）
で
あ
る
が
、
本
書
著
者
は
仙
祐
で
あ
り
、
版
本
と

写
本
が
存
在
す
る33。『
宗
要
抄
』
は
道
峯
の
序
と
『
戒
本
宗
要
』
の
本
文
を
ほ
ぼ
余
す
と
こ
ろ
な
く
註
釈
し
た
文
献
で
あ
る
が
、
序
の
註
釈
に
お
い
て
本
浄
房
と
い

う
人
物
が
六
回
に
わ
た
り
名
指
し
さ
れ
、
そ
の
う
ち
五
回
は
師
の
名
を
借
り
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
起
こ
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
本
浄
房
に
対
す
る
批
判
内
容
は
、『
宗
要
抄
』
を
通
じ
て
道
峯
の
序
に
対
す
る
理
解
の
変
化
を
み
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
そ
の
中

で
、
最
も
重
要
だ
と
判
断
さ
れ
る
最
初
の
一
例
の
み
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い34。

①
義
記
者
。
古
義
云
（
本
浄
房
云
）：
今
宗
要
記
菩
薩
戒
本
之
大
義
。
故
此
宗
要
名
義
記
。（
云
云
）
師
云
。
此
義
不
尓
。
今
序
為
体
。
全
非
宗
要
序
。
只
是

太
賢
法
師
徳
序
也
。（
序
一
裏
）

義
記
と
は
古
義
に
い
う
（
本
浄
房
が
い
う
）「
今
の
『〔
戒
本
〕
宗
要
』
は
菩
薩
戒
本
の
大
義
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
「
宗
要
」「
義
記
」
と

名
付
け
る
」
と
云
々
。
師
が
い
う
。「
こ
の
意
味
は
本
浄
房
の
い
う
と
お
り
で
は
な
い
。
今
の
序
は
体
と
な
り
宗
要
の
序
に
は
ま
っ
た
く
な
い
。
た
だ
、
こ
れ

は
太
賢
法
師
の
徳
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
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ま
ず
、
本
浄
房
は
誰
な
の
か
。
註
三
三
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
②
有
抄
云
（
本
浄
房
）
と
、
④
本
浄
房
抄
物
と
い
う
表
現
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
本
浄

房
は
「
抄
物
」
を
著
し
て
『
戒
本
宗
要
』
の
序
文
を
註
釈
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
旧
稿
で
は
本
浄
房
を
浄
土
宗
の
道
教
顕
意
（
一
二
三
九
～
一

三
〇
四
）
に
想
定
し
た
が35、
そ
れ
は
証
拠
不
足
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
本
浄
房
と
も
か
か
わ
る
重
要
な
情
報
が
一
つ
あ
る
。
則
ち
〈
表
二
〉

の
④
『
宗
要
聞
書
』（
一
二
九
五
年
写
）
に
は
以
下
に
紹
介
す
る
本
浄
房
と
同
様
の
説
に
対
し
て
和
上
の
義
を
も
っ
て
否
定
す
る
。
す
る
と
、
本
浄
房
は
少
な
く
と

も
一
二
九
五
年
以
前
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
る36。
批
判
対
象
が
誰
な
の
か
に
よ
っ
て
『
宗
要
抄
』
に
関
す
る
解
釈
も
変
わ
る
の
で
、
今
後
定
め
る
必
要

が
あ
る
。

　

次
に
批
判
内
容
を
簡
単
に
み
る
。
①
の
論
点
は
、「
宗
要
」
と
「
義
記
」
は
異
名
同
義
で
あ
る
と
い
う
本
浄
房
の
意
見
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。『
宗
要
抄
』
で

は
師
の
権
威
を
借
り
て
、
本
浄
房
の
意
見
は
間
違
い
で
、『
義
記
』
の
序
は
太
賢
の
徳
を
述
べ
た
も
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
太
賢
の
徳
は
「
宗
要
」
に
限
定

す
る
の
で
は
な
い
か
ら
、「
宗
要
」
と
「
義
記
」
は
異
な
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。
事
実
上
、「
大
賢
法
師
義
記
序
」
と
い
う
場
合
、「
義
記
」
が
何
を
指
し
て
い
る

か
は
論
難
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、〈
表
二
〉
の
⑱
『
菩
薩
戒
本
宗
要
関
解
』（
一
六
八
〇
年
）
か
ら
㉓
『
菩
薩
戒
本
宗
要
資
量
鈔
』
に
至
る
ま
で

『
宗
要
抄
』
の
意
見
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
に
関
し
て
は
本
書
で
紹
介
す
る
日
遠
の
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
も
同
様
で
あ
る
。

（
２
）
太
賢
の
系
譜

　
『
宗
要
抄
』
の
道
峰
序
の
註
釈
で
は
太
賢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
系
譜
認
識
を
み
せ
て
い
る
。

持
公
云
：
唐
三
蔵
有
三
千
人
門
徒
。
撰
之
以
七
十
人
達
者
。
此
中
之
随
一
名
西
明
師
（
円
測
師
也
）。
彼
門
弟
云
道
証
師
。（
中
略
）
太
賢
彼
道
証
師
之
弟
子

（
云
云
）。（
序
一
表
）

持
公
が
い
う
。
唐
三
蔵
に
三
千
人
の
門
徒
が
お
り
、
そ
の
中
で
七
十
人
の
達
者
が
選
ば
れ
る
が
、
そ
の
中
の
第
一
は
西
明
師
で
あ
る
（
円
測
師
）。
彼
の
門
下

の
弟
子
に
道
証
師
が
い
る
。（
中
略
）
太
賢
は
そ
の
道
証
師
の
弟
子
で
あ
る
（
云
々
）。

　

下
線
の
「
随
一
」
の
意
味
は
第
一
で
あ
る
。
持
公
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
玄
奘
の
弟
子
の
中
で
最
も
優
れ
た
弟
子
を
基
で
は

― 14 ―



な
く
、
円
測
と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
円
測
を
玄
奘
の
弟
子
達
の
中
で
最
高
と
み
る
説
は
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に37、
唐
招
提
寺
照
遠
の
『
梵
網
経
下
巻
古

迹
記
述
迹
抄
』（
一
三
三
三
年
）
に
由
来
す
る38。
そ
れ
以
来
、
円
測
を
第
一
に
す
る
解
釈
は
太
賢
の
著
述
を
註
釈
す
る
際
に
受
け
継
が
れ
る
。
ま
ず
、
一
六
四
四
年

の
刊
本
か
ら
み
ら
れ
る
『
梵
網
古
迹
抄
』
に
『
述
迹
抄
』
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る39。
そ
し
て
一
六
九
〇
年
『
菩
薩
戒
本
宗
要
纂
註
』
か
ら
も
「
日
本
の
古
徳
に
よ
っ

て
伝
わ
る
こ
と
に
よ
る
と
［
本
朝
古
徳
相
伝
曰
］」
と
し
て
、
単
純
に
個
人
の
意
見
で
は
な
く
日
本
の
伝
統
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る40。
な
お
、
日
遠
の
『
菩
薩
戒
本

宗
要
私
』
も
『
宗
要
抄
』
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る41。
よ
っ
て
円
測
が
玄
奘
三
蔵
の
最
も
す
ぐ
れ
た
弟
子
と
い
う
認
識
と
、
彼
の

流
れ
を
汲
む
太
賢
と
い
う
認
識
は
律
宗
だ
け
で
な
く
、
浄
土
宗
や
日
蓮
宗
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
日
本
の
宗
派
の
中
に
お
い
て
抵
抗
な

く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
３
）「
宗
要
」
の
「
宗
」
の
意
味

　
『
戒
本
宗
要
』
の
「
宗
」
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。『
宗
要
抄
』
で
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
。
一
に
は
誡
悪
行
（
悪
の
行
い
を
戒
め
る
）
を
宗
（
核
心

思
想
）
と
す
る
。
こ
れ
は
太
賢
の
『
上
巻
古
迹
』
の
宗
趣
門
を
文
証
と
し
て
い
る42。
二
に
は
持
犯
（
持
つ
こ
と
と
犯
す
こ
と
）
を
宗
と
す
る
。
こ
れ
は
『
戒
本
宗

要
』
の
「
今
こ
の
経
典
に
よ
り
持
犯
の
要
点
を
解
釈
す
る43」
を
文
証
と
し
て
い
る
。
な
お
、『
宗
要
抄
』
で
は
『
戒
本
宗
要
』
に
元
暁
『
持
犯
要
記
』
の
影
響
を
強

調
す
る
が44、
こ
う
し
た
見
解
も
宗
に
関
す
る
『
宗
要
抄
』
の
主
張
と
無
関
係
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
『
宗
要
抄
』
で
は
そ
の
後
に
三
聚
を
宗
と
す
る
も
う
一
つ
の

説
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
三
聚
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
悪
行
を
戒
め
る
こ
と
な
の
で
三
つ
目
の
説
は
、
初
め
の
説
と
異
な
ら
な
い
と
『
宗
要
抄
』
で
は

み
て
い
る45。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
宗
要
抄
』
が
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
の
宗
に
つ
い
て
、
誡
悪
行
と
持
犯
の
両
方
を
宗
と
し
て
認
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ

で
、
こ
う
し
た
論
議
は
、〈
表
二
〉
の
⑤
『
菩
薩
戒
本
宗
要
拾
遺
鈔
』（
以
下
『
拾
遺
鈔
』
と
略
称
）
を
伝
承
し
た
と
み
ら
れ
る
。
則
ち
『
拾
遺
鈔
』
は

宗
要
者
古
来
有
二
義
。
一
義
云
。
以
十
重
四
十
八
戒
為
宗
。
以
上
巻
古
迹
為
証
也
。
彼
云
：
明
宗
趣
者
、
初
以
心
行
為
宗
（
文
）。
後
開
教
正
行
誡
悪
行
二

門
。
尤
下
巻
十
重
六
八
為
宗
見
也
。
一
義
云
：
持
犯
為
宗
。
師
伝
云
：
此
文
源
起
従
持
犯
要
記
。（
四
表
）

と
い
い
、
下
線
の
よ
う
に
『
宗
要
抄
』
で
は
『
拾
遺
鈔
』
の
二
つ
の
解
釈
を
踏
襲
し
て
い
る
。『
戒
本
宗
要
』
が
元
暁
の
『
持
犯
要
記
』
を
源
と
す
る
説
も
『
拾
遺
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鈔
』
に
由
来
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。『
宗
要
抄
』
で
は
こ
こ
に
「
三
聚
戒
」
を
宗
と
す
る
説
を
紹
介
す
る
も
の
の
、
誡
悪
行
と
同
様
で
あ
る
と
い
い
、
つ
ま
る

と
こ
ろ
、
太
賢
か
ら
由
来
す
る
二
つ
の
説
に
し
ぼ
っ
て
い
る
。
な
お
、
三
聚
戒
を
宗
と
す
る
説
は
、
法
蔵
の
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
の
主
張
で
あ
る46。
こ
の
よ

う
に
『
宗
要
抄
』
で
は
法
蔵
の
説
を
太
賢
の
説
に
会
通
さ
せ
る
が
、
そ
う
し
た
例
は
定
泉
の
『
梵
網
経
古
迹
記
補
忘
抄
』（
以
下
『
補
忘
抄
』
と
略
称
）
か
ら
み
ら

れ
る47。
定
泉
は
法
蔵
の
定
義
は
下
巻
の
み
に
限
定
さ
れ
る
が
、
太
賢
の
定
義
は
上・

下
巻
を
通
じ
て
い
る
と
し
、
太
賢
を
擁
護
す
る48。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
『
宗

要
抄
』
の
著
者
で
あ
る
仙
祐
の
、
太
賢
の
『
戒
本
宗
要
』
と
『
古
迹
記
』
の
註
釈
書
を
中
心
に
据
え
、
他
の
説
を
も
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
う
姿
勢
が
読
み
取
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

（
４
）「
有
心
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

　
『
戒
本
宗
要
』
で
は
「
能
成
者
」（
＝
戒
の
主
体
者
）
を
解
釈
す
る
た
め
に
『
梵
網
経
』
の
「
一
切
有
心
者
、
皆
応
摂
仏
戒
」（
大
正
二
四・

一
〇
〇
四
上
）
と
い

う
偈
を
引
用
す
る
が49、
そ
の
中
で
「
一
切
有
心
者
」
の
「
有
心
」
を
め
ぐ
っ
て
解
釈
が
分
か
れ
る
。

有
心
者
、
寂
師
意
菩
提
心
見
。
彼
云
：
謂
一
切
衆
生
有
成
仏
信
心
、
皆
応
摂
受
諸
仏
戒
也
。（
文
）
既
云
：
成
仏
信
心
即
是
菩
提
心
也
。
若
依
今
師
解
釈
有
心

者
情
識
也
。
具
情
識
者
、
必
可
受
菩
薩
戒
。（
為
言
）
指
菩
提
心
非
云
有
心
。
古
迹
意
如
是
見
。
彼
云
：
応
者
容
也
。
有
障
無
性
不
成
戒
故
。（
云
云
）
有
心

若
菩
提
心
、
何
如
是
可
釈
乎
。
故
有
心
者
有
情
識
義
也
。（
上
七
表
）

「
有
心
」
に
つ
い
て
、
義
寂
師
は
菩
提
心
と
み
て
い
る
。
義
寂
は
「
一
切
衆
生
は
仏
と
な
る
信
心
を
持
っ
て
お
り
、
み
な
も
ろ
も
ろ
の
仏
の
戒
を
摂
受
で
き

る
」（
文50）
と
言
っ
て
い
る
。
す
で
に
「
仏
と
な
る
信
心
」
と
言
っ
た
の
で
則
ち
菩
提
心
で
あ
る
。
太
賢
の
解
釈
に
よ
る
と
「
有
心
」
と
は
「
情
識
＝
普
段
の

心
」
で
あ
る
。「
情
識
者
は
必
ず
菩
薩
戒
を
受
け
る
べ
く
」（
と
い
う
な
り
）。
菩
提
心
を
指
し
て
「
有
心
」
と
は
言
わ
な
い
。『
古
迹
記
』
の
意
図
も
同
じ
で

あ
る
。
太
賢
は
「
応
」
と
は
「
容
」
で
あ
る
。
障
害
や
無
性
な
ら
ば
戒
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
云
々
）
と
い
っ
た
。「
有
心
」
が
菩
提
心
な
ら
ば
、

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
で
き
る
の
か
。
だ
か
ら
、「
有
心
」
と
は
「
情
識
」
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

引
用
文
か
ら
み
る
と
、
義
寂
は
「
有
心
」
を
「
菩
提
心
」
で
あ
る
と
み
て
お
り
、
太
賢
は
『
戒
本
宗
要
』
や
『
古
迹
記
』
を
通
じ
て
み
た
場
合
「
情
識
」
で
あ
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る
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
も
〈
表
二
〉
の
⑤
『
拾
遺
鈔
』
と
⑥
『
拾
義
鈔
』
の
解
釈
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
寂

で
あ
れ
、
太
賢
で
あ
れ
、
自
ら
「
有
心
」
に
つ
い
て
明
確
に
「
菩
提
心
」
或
い
は
「
情
識
」
と
明
言
し
た
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
『
宗
要
抄
』
を
含
む
註
釈
書
の

解
釈
で
あ
る
。
確
実
な
証
拠
が
な
い
の
で
、
論
難
は
続
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
部
分
に
対
す
る
『
梵
網
古
迹
抄
』
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問
：
義
寂
疏
云
。
皆
応
摂
仏
戒
者
、
謂
一
切
衆
生
有
成
仏
信
心
、
皆
応
摂
仏
戒
也
。（
文
）　

此
釈
摂
上
経
文
、
常
作
如
是
信
等
文
。
則
指
菩
提
心
云
有
心
也
。

今
師
解
釈
不
分
明
云
。
何
可
得
意
乎
。
答
：
伝
云
、
有
心
者
、
有
情
識
者
（
為
言
）。
故
有
心
者
、
得
発
大
心
之
解
釈
、
尤
如
是
見
。
依
之
法
銑
釈
云
、
簡
草

木
石
水
故
云
有
心
（
文
）。
法
蔵
疏
云
、
但
解
法
師
語
、
尽
受
得
戒
、
故
云
一
切
有
心
者
等
（
文
）。
是
等
解
釈
必
不
約
菩
提
心
。
但
一
性
宗
故
、
不
簡
有
性

無
性
也
。（『
梵
網
古
迹
抄
』
巻
二
、『
台
湾
国
家
図
書
館
善
本
仏
典
』
一
五・

八
九
中
、
一
六
四
四
年
刊
本
三
九
丁
）

　

こ
の
問
い
の
趣
旨
は
、『
義
寂
疏
』
を
み
る
と
、
明
ら
か
に
「
有
心
」
を
菩
提
心
と
み
て
い
る
が
、
太
賢
の
解
釈
は
明
確
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
良

い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
答
え
は
「
有
心
」
と
は
「
有
情
識
者
」
と
断
言
す
る
。
こ
れ
に
法
銑
の
釈
を
用
い
て
は
無
情
物
は
除
く
か
ら
有
心
と
い
い
、
法
蔵

の
解
釈
を
用
い
て
は
法
師
の
言
葉
を
理
解
す
る
ほ
ど
な
ら
戒
を
受
け
る
と
い
い
な
が
ら
、
義
寂
の
説
を
批
判
す
る
。
こ
れ
を
み
る
と
『
宗
要
抄
』
の
よ
う
に
太
賢

の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
な
お
、『
菩
薩
戒
本
宗
要
纂
註
』（
以
下
『
纂
註
』
と
略
称
）
で
は
霊
芝
（
＝
元
照
）
の
解
釈
を
引
用
し
、『
宗
要
抄
』
で
引
用
し
た
『
古

迹
記
』
の
意
味
を
補
足
し
な
が
ら
衆
生
心
だ
と
明
言
す
る51。
日
遠
の
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
も
太
賢
の
意
図
は
情
識
だ
と
認
め
た
う
え
、
義
寂
師
の
菩
提
心
説
も

紹
介
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
有
心
と
は
情
識
と
み
る
の
が
大
勢
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
問
い
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
太
賢
の
立
場
を
解
釈
す
る
際
に
揺
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
照
遠
の
『
述
迹
抄
』
で
は
同
じ
文
献
を
読
み
な

が
ら
も
、『
宗
要
抄
』
或
い
は
『
纂
註
』
へ
と
つ
な
が
る
解
釈
と
は
反
対
に
「
有
心
」
に
対
す
る
太
賢
の
立
場
を
理
解
す
る
。
則
ち
、
照
遠
は
有
心
と
は
菩
提
心
を

指
す
と
言
い
な
が
ら
、『
古
迹
記
』
と
『
義
寂
疏
』
を
義
証
と
し
て
引
用
し
て
い
る52。
な
お
、〈
表
二
〉
の
⑤
『
拾
遺
鈔
』
の
著
者
定
泉
は
『
古
迹
記
』
に
対
す
る

註
釈
書
の
『
梵
網
経
古
迹
記
報
応
抄
』
に
お
い
て
は
、『
義
寂
疏
』
の
み
な
ら
ず
『
法
銑
疏
』、『
法
蔵
疏
』
ま
で
引
用
し
な
が
ら
「
有
心
」
が
情
識
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る53。
そ
う
す
る
と
、
定
泉
と
照
遠
は
な
ぜ
相
反
す
る
見
解
を
主
張
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
叡
尊
の
説
を
継
承
す
る
西
大
師
系
の
定
泉
と
、
覚

盛
の
説
を
継
承
す
る
唐
招
提
寺
系
の
照
遠
の
解
釈
上
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る54。
太
賢
の
著
述
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
強
め
る
こ
と
か
ら
、
太
賢
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の
著
述
が
両
系
の
論
争
に
お
け
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
と
い
え
よ
う
。
更
に
は
日
本
戒
律
の
思
想
が
深
化
す
る
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
と
も
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
、
ひ
と
ま
ず
四
つ
の
論
点
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
探
っ
て
み
た
。
他
に
も
性
罪
現
行
を
め
ぐ
っ
て
慈
恩
と
の
相
違
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
宗
家
と
い
う
日
本

法
相
宗
説
と
太
賢
説
の
相
違
も
論
じ
ら
れ
た55。
太
賢
の
認
識
を
め
ぐ
っ
て
、
宗
派
や
時
代
に
そ
っ
て
研
究
す
る
必
要
が
生
じ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

四
、
ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
『
戒
本
宗
要
』
と
そ
の
註
釈
書
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。
太
賢
の
『
古
迹
記
』
と
『
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
書
は
合
わ
せ
れ
ば
九
十
種
余
り
に

の
ぼ
り
、
韓
半
島
に
お
い
て
撰
述
さ
れ
た
仏
教
文
献
の
中
で
は
最
も
多
く
の
註
釈
書
が
著
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
解
題
は
『
戒
本
宗
要
』
と
そ
の
註
釈
書
の

現
況
及
び
主
な
内
容
を
紹
介
し
、
太
賢
の
菩
薩
戒
思
想
が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
な
ど
を
検
討
し
た56。

　

現
在
、
目
録
な
ど
を
通
じ
て
知
ら
れ
る
限
り
、〈
表
一
〉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
『
戒
本
宗
要
』
の
十
六
種
の
中
で
身
延
文
庫
と
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
文
献
は
珍
し
い
と
言
え
る
。
身
延
文
庫
に
は
〈
表
一
〉
の
⑮
道
峰
の
『
菩
薩
戒
本
ノ
宗
要
ノ
科
本
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
太
賢
の
『
戒

本
宗
要
』
に
道
峰
の
序
が
付
さ
れ
て
い
る
写
本
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
今
現
存
し
て
い
る
『
戒
本
宗
要
』
の
類
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
身
延
文
庫
の
写
本
は

科
文
が
冠
さ
れ
て
序
と
本
文
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
は
最
も
成
立
の
早
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
似
通
っ
て
い
る
も
の
が
、〈
表
一
〉
の

⑪
（
一
六
七
五
）
と
⑫
（
一
六
九
五
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、〈
表
一
〉
の
⑪
と
⑫
は
『
戒
本
宗
要
』
の
本
文
の
み
に
科
段
が
付
さ
れ
て
お
り
、
序
ま
で
は
科
文
が

な
い
。
よ
っ
て
、
身
延
文
庫
の
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
は
今
の
と
こ
ろ
注
目
に
値
す
る
写
本
で
あ
る
。〈
表
一
〉
の
⑦
身
延
大
学
附
属
図
書
館
の
『
戒
本
宗
要
』
は

古
活
字
本
と
し
て
珍
し
い
も
の
と
言
え
る
。

　

な
お
、『
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
書
は
目
録
な
ど
を
通
じ
て
み
た
場
合
、
三
十
一
種
余
り
の
文
献
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
一
二
九
五
年
の
『
宗
要
聞
書
』
に

序
に
関
し
て
詳
し
い
註
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、『
宗
要
聞
書
』
は
崩
し
字
で
読
み
難
く
、
研
究
す
る
た
め
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
次
に
序
の
註

釈
ま
で
読
め
る
も
の
と
し
て
『
宗
要
抄
』
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
中
心
に
重
要
な
内
容
を
ま
と
め
た
。
ま
ず
、『
宗
要
抄
』
の
序
の
註
釈
で
は
本
浄
房
が
批
判
さ
れ

る
が
、
す
で
に
『
宗
要
聞
書
』
に
お
い
て
も
批
判
さ
れ
た
意
見
な
の
で
、
本
浄
房
は
一
二
九
五
年
以
前
の
人
物
で
あ
ろ
う
。『
宗
要
抄
』
で
は
太
賢
が
、
円
測
→
道
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証
→
太
賢
の
系
譜
で
説
明
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
円
測
が
玄
奘
の
第
一
弟
子
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
正
統
性
を
も
つ
太
賢
で
あ
る
と
も
読
み
取
れ
る
。

『
戒
本
宗
要
』
の
宗
に
関
し
て
は
『
古
迹
記
』
で
い
う
誡
悪
行
と
『
戒
本
宗
要
』
の
持
犯
と
を
受
容
す
る
が
、
法
蔵
の
い
う
三
聚
戒
を
宗
と
す
る
説
は
こ
の
誡
悪
行

に
会
通
す
る
の
で
、
太
賢
に
対
す
る
信
頼
が
読
み
取
れ
る
。
戒
を
受
け
る
者
の
有
心
を
め
ぐ
っ
て
は
、
菩
提
心
（
義
寂
説
）、
普
通
の
心
（
太
賢
説
）
の
両
意
見
が

対
立
す
る
中
で
、
菩
提
心
（
義
寂
説
、
太
賢
説
）
と
み
る
意
見
も
あ
っ
て
、
太
賢
の
本
意
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
西
大
寺
系

と
唐
招
提
寺
系
の
意
見
の
相
違
な
の
で
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
中
、
身
延
文
庫
に
一
五
九
六
年
の
筆
写
記
録
を
持
つ
日
遠
の
『
菩
薩
戒
本

宗
要
私
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
し
、
今
の
と
こ
ろ
、
日
蓮
宗
の
人
物
が
著
さ
れ
た
『
戒
本
宗
要
』
の
註
釈
書
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
と
い
う
点
で
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、『
宗
要
抄
』
に
あ
る
円
測
の
玄
奘
第
一
弟
子
説
を
継
承
し
て
い
る
し
、
有
心
に
関
し
て
も
『
宗
要
抄
』
を
継
承
し
て
い
る
の
で
、
今
後
更
な
る
研
究
の
う

え
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

注１	

金
天
鶴
「
韓
国
撰
述
仏
教
文
献
の
拡
張
性
に
対
す
る
一
考
察
―
太
賢
の
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
書
誌
学
研
究
』
七
十
、
二
〇
一
七
）
二
〇
七
頁
（
韓
国
語
）

に
よ
る
と
、
韓
国
人
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
十
一
種
類
に
及
ぶ
仏
教
文
献
に
対
す
る
註
釈
書
が
著
さ
れ
た
。
こ
こ
に
日
本
の
『
国
書
総
目
録
』
に
み
ら
れ
る
勝
荘
の
『
梵
網
経
述

記
』
に
対
す
る
註
釈
書
と
な
る
『
梵
網
経
述
記
冠
註
』（
失
）
と
『
梵
網
経
述
記
集
解
』（
失
）
を
追
加
す
べ
き
で
あ
る
。

２	

石
井
公
成
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」（『
中
国
の
仏
教
と
文
化
―
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
―
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
）
三
四
五
～
三
六
四
頁
（『
華
厳
思
想
の
研

究
』
春
秋
社
、
一
九
九
六
に
収
録
）。

３	

『
天
台
四
教
儀
』
に
関
す
る
註
釈
書
も
多
い
が
、
そ
の
中
に
は
『
集
解
』
や
『
集
註
』
に
対
す
る
復
註
が
多
い
。

４	

崔
鍾
男
「
太
賢
の
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
流
通
本
の
書
誌
調
査
及
び
対
照
研
究
」（『
書
誌
学
研
究
』
七
四
、
二
〇
一
八
）
五
三
～
六
九
頁
（
韓
国
語
）。

５	

京
都
府
立
大
学
の
横
内
裕
人
教
授
よ
り
関
連
情
報
を
提
供
し
て
頂
い
た
。
本
紙
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

６	

「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
徳
田
明
本
編
『
律
宗
文
献
目
録
』（
百
華
苑
、
一
九
七
四
）
を
主
に
参
照
し
、「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、
大
屋
徳

城
『
寧
楽
刊
経
史
』（
内
外
出
版
社
、
一
九
二
三
）、
そ
し
て
金
天
鶴
と
崔
鍾
男
の
前
掲
論
文
も
参
照
し
た
。

７	

「
此
一
巻
者
、
大
戒
綱
紀
、
律
門
枢
要
也
。
読
此
文
、
則
持
犯
開
遮
之
事
輙
知
。
暁
此
義
、
則
塵
沙
諸
戒
之
理
自
明
矣
。
然
旧
本
別
有
科
文
、
読
者
易
迷
不
易
解
也
。
余
毎
患
之
、

終
不
得
止
、
而
用
叡
公
之
科
、
分
入
其
章
間
、
兼
正
其
字
謬
」（
奥
書
）。

８	

こ
の
情
報
は
、
龍
谷
大
学
の
野
呂
靖
准
教
授
よ
り
提
供
し
て
頂
い
た
。
本
紙
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

９	

東
向
観
音
寺
史
料
調
査
団
「
東
向
観
音
寺
資
料
目
録
（
四
）」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
一
二
、
二
〇
〇
八
）
二
二
七
～
二
八
七
頁
。
十
二
函
の
六・

七
に
あ
る
。
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10	

大
谷
由
香
「
太
賢
『
梵
網
経
古
迹
記
』
の
日
本
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
」（『
龍
谷
大
學
論
集
』
四
九
二
、
二
〇
一
八
）
一
〇
～
一
二
頁
。

11	
吉
津
宜
英
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
一
）
六
六
三
～
六
六
八
頁
。

12	
蔡
印
幻
『
新
羅
仏
教
戒
律
思
想
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
）
四
二
六
頁
、
崔
源
植
『
新
羅
菩
薩
戒
律
思
想
史
研
究
』（
民
族
社
、
一
九
九
九
）
一
八
七
～
一
八
八
頁
（
韓

国
語
）。

13	

蔡
印
幻
前
掲
書
三
六
二
～
三
六
五
、
四
三
八
～
四
九
八
頁
。
大
韓
仏
教
曹
渓
宗
韓
国
伝
統
思
想
書
刊
行
委
員
会
『
韓
国
伝
統
思
想
叢
書・

仏
教
篇
一
一　

精
選
戒
律
訳
註
』（
大
韓

仏
教
曹
渓
宗
出
版
部
、
二
〇
一
〇
）
六
二
〇
～
六
六
四
頁
（
韓
国
語
）。

14	

蔡
印
幻
前
掲
書
四
二
六
頁
。

15	

石
田
瑞
磨
「
菩
薩
戒
本
宗
要
輔
行
文
集
解
題
」（『
国
訳
一
切
経　

和
漢
撰
述
部　

諸
宗
部
十
六
』
大
東
出
版
社
、
一
九
三
六
）
三
頁
。

16	

石
田
瑞
磨
前
掲
書
三
頁
。

17	

石
田
瑞
磨
前
掲
書
四
頁
。

18	

『
菩
薩
戒
本
宗
要
』「
四
如
説
修
行
者
。
誓
起
十
地
、
遠
志
菩
提
。
出
家
辞
別
、
所
愛
之
類
。
掃
衣
量
鉢
、
如
法
受
持
。
樹
百
姓
門
以
為
家
糧
。
戒
定
慧
中
如
説
修
行
」（
大
正
四

五・

九
一
六
下
）。

19	

蔡
印
幻
前
掲
書
四
七
七
頁
。

20	

金
天
鶴
前
掲
論
文
二
〇
一
七
、
二
一
六
頁
。

21	

蔡
印
幻
前
掲
書
四
二
七
～
四
二
九
頁
。

22	

金
天
鶴
前
掲
論
文
二
〇
一
七
、
二
一
七
～
二
一
八
頁
。http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/

（
二
〇
二
〇
年
三
月
二
七
日
検
索
）。

23	

金
天
鶴
「『
菩
薩
戒
本
宗
要
抄
』
の
文
献
的
意
義
と
新
羅
太
賢
に
対
す
る
認
識
」（『
新
羅
文
化
』
五
五
、
二
〇
二
〇
）
一
〇
七
～
一
〇
八
頁
（
韓
国
語
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の

目
録
は
蔡
印
幻
氏
の
前
掲
書
を
参
照
し
な
が
ら
追
加
し
て
ま
と
め
た
。
な
お
、
以
下
の
註
釈
書
の
論
点
に
つ
い
て
も
、
拙
稿
か
ら
抜
粋
し
た
部
分
が
多
い
の
で
、
特
に
問
題
が
な

け
れ
ば
註
を
施
さ
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
す
る
。

24	

『
菩
薩
戒
本
宗
要
雑
文
集
』「
千
歳
之
後
二
宗
肇
興
」（
大
正
七
四・

四
〇
中
）、「
執
有
則
遣
空
著
空
則
遣
有
」（
大
正
七
四・

四
〇
中
）、「
則
五
日
傳
照
於
五
天
」（
大
正
七
四・

四

〇
中
）。

25	

永
村
眞
『
中
世
顕
密
聖
教
の
史
料
学
的
研
究
』（
永
村
眞
、
二
〇
〇
七
）
一
八
一
頁
。
こ
の
資
料
と
合
わ
せ
て
写
本
の
一
部
分
は
、
今
回
東
大
寺
図
書
館
の
坂
東
俊
彦
氏
に
提
供
し

て
頂
い
た
。
本
紙
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
金
天
鶴
前
掲
論
文
二
〇
二
〇
に
は
な
い
情
報
で
あ
る
。

26	

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫・

東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
『
特
別
展　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
元
暁
法
師
―
日
本
が
み
つ
め
た
新
羅・

高
麗
仏
教
―
』（
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
、
二
〇
一
七
）（
資
料
十
一
、
十
二
）
一
八
頁
。

27	

金
天
鶴
所
持
本
。

28	

金
天
鶴
所
持
本
。

29	

身
延
文
庫
典
籍
目
録
編
輯
委
員
会
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録　

中
』（
身
延
文
庫
、
二
〇
〇
四
）、20-A

-20
、
一
〇
〇
頁
。
こ
れ
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、
本
書
収
録
の
桑
名
法
晃
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の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。

30	
蔡
印
幻
前
掲
書
四
一
九
～
四
二
二
頁
。

31	
大
谷
由
香
前
掲
論
文
一
五
～
二
二
頁
。

32	

大
谷
由
香
前
掲
論
文
二
六
頁
。

33	

金
天
鶴
前
掲
論
文
二
〇
一
七
、
二
〇
三
～
二
二
五
頁
。

34	

参
考
ま
で
に
②
～
⑥
の
例
を
紹
介
す
る
。

	

②
有
抄
云
（
本
浄
房
）
悠
々
者
総
其
期ﾝ ノ

遠ﾝ 事
ヲ云
詞
也　

謂
衆
生
輪ｲ

廻ﾝ シ
テ悪
趣ｱ

過
去ﾝ ハ

辺
辺ﾝ タ

リ未
来ﾝ ハ

無
窮ﾝ 云

也
云
云
（
序
三
表
）

	

③
古
義
云
（
本
浄
房
）
塵
業ﾝ ト

者
、
業
雑
染
漏
根ﾝ ト

者
。
苦
雑
染
也
。
有
漏ﾝ ノ

六
根
故
也
。
惑
樹ﾝ ハ

煩
悩
也
。
師
云
似ﾝ タ

リ

ﾚ

有ﾝ ル
ニ其

謂ｱ

然ﾝ ル
ニ見ﾝ ル
ニ

ｲ

文
勢ﾝ ヲｱ

稍ﾝ ヤ

、
踈ﾝ カ

也　

解
云
漏
根
惑
樹ﾝ ハ

煩
悩
雑
染
塵
業

攀
縁
業
雑
染
也
群
動
衆
人
苦
雑
染
也
（
序
四
表
）

	

④
本
浄
房
抄
物ｲ

出
前
二
義ｱ
巳
初ﾝ ヲ

爲ｲ

不
正ﾝ トｱ

後ﾝ ヲ

為ｲ

正
義ｱ

也　

師
云
此
等
諸
義
皆
不ﾚ

合ｲ

文
意ｱ

也
（
序
十
一
裏
）

	

⑤
本
浄
房
云
此
等
皆
毎ﾚ

人
無ﾚ
不ｲ
見
聞
故
為ﾚ

喩　

師
云
此
義
非
也　

爾
者
何ﾝ ソ

幽
跡
云
乎　

亦
何
不
載
僧
伝
乎
（
序
十
三
裏
～
十
四
表
）

	

⑥
陸
海
者
本
浄
房
云
陸
地ﾝ ト

与
大
海
也　

師
難
言
如
何
泛ﾝ ン

ヤ

ｲ

陸
地ﾝ ニ

於
舟ﾝ ヲｱ

乎
（
序
十
四
裏
）

35	

金
天
鶴
前
掲
論
文
二
〇
一
七
、
二
一
九
頁
。
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫・

東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
前
掲
書
一
七
頁
（
資
料
十
の
解
題
）。

36	

本
浄
房
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
か
ら
二
回
（
大
正
五
一・
一
六
一
中
、
大
正
八
三・

四
六
二
上
）
ヒ
ッ
ト
さ
れ
る
。
な
お
、
定
泉
『
古
迹
記
補
忘
抄
』（『
日
本
大
蔵
経
』
三
七・

二
一
七
、
二

三
三
）
に
本
浄
（
静
）
長
老
と
い
う
字
号
が
出
る
。
本
浄
長
老
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
か
ら
三
回
（
大
正
六
二・

四
三
九
中
、
大
正
七
四・

一
二
三
中
、
大
正
七
四・

一
二
三
）
ヒ
ッ
ト
さ
れ

る
が
、
そ
の
中
で
、
照
遠
『
行
事
鈔
』
に
北
京
本
浄
長
老
と
い
う
名
称
も
登
場
す
る
。
よ
っ
て
北
京
泉
涌
寺
と
の
関
連
性
も
含
め
今
後
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

37	

蔡
印
幻
前
掲
書
三
五
五
頁
。

38	

『
日
本
大
蔵
経
』
三
八・

二
三
三
上
。

39	

『
梵
網
古
迹
抄
』
巻
一
（『
台
湾
国
家
図
書
館
善
本
仏
典
』
一
五・
一
一
中
）。

40	

『
日
本
大
蔵
経
』
三
九・

二
八
四
下
。

41	

現
存
し
て
い
る
『
宗
要
抄
』
の
写
本
は
一
五
六
五
年
写
で
あ
り
、
道
峰
序
の
註
釈
が
な
い
。
版
本
は
一
六
四
七
年
刊
で
あ
り
、
道
峰
序
の
註
釈
が
付
い
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、

『
宗
要
抄
』
に
お
け
る
道
峰
序
の
註
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
が
、
こ
こ
で
は
一
五
六
五
年
に
同
時
に
書
か
れ
た
と
み
た
い
。
そ
う
し
た
想
定
か
ら
み
る
と
、『
菩

薩
戒
本
宗
要
私
』
が
『
宗
要
抄
』
よ
り
引
用
し
た
こ
と
と
な
る
。

42	

『
梵
網
経
古
迹
記
』
巻
一
「
誡
悪
行
者
、
即
経
後
説
十
重
四
十
八
軽
戒
行
」（
大
正
四
〇・
六
八
九
下
）。

43	

『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
巻
一
「
今
依
此
経
釈
持
犯
要
」（
大
正
四
五・

九
一
五
中
）。

44	

『
菩
薩
戒
本
宗
要
抄
』
巻
一
「
依
元
曉
師
持
犯
要
記
集
此
要
文
故
云
撰
」（
上
三
裏
）。

45	

『
菩
薩
戒
本
宗
要
抄
』
巻
一
「
宗
要
者
有
二
義
。
一
以
誡
悪
行
為
宗
。
上
巻
古
迹
釈
宗
趣
文
為
証
也
。
一
義
云
。
以
持
犯
為
宗
。
下
文
云
今
依
此
経
釈
持
犯
要
（
文
）
故
持
犯
為
宗

也　

或
云
又
有
一
義
以
三
聚
為
宗
。（
云
云
）
此
不
異
初
義
也
。
三
聚
惣
為
誡
悪
行
故
」（
上
二
裏
）。
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46	
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
巻
一
「
宗
中
亦
二
。
先
總
後
別
。
總
者
、
以
菩
薩
三
聚
浄
戒
為
宗
。
以
是
文
中
正
所
詮
顕
。
所
尊
所
崇
唯
此
行
故
」（
大
正
四
〇・

六
〇
四
上
）。

47	
定
泉
『
梵
網
経
古
迹
記
補
忘
抄
』（『
日
本
大
蔵
経
』
三
七・

二
〇
八
下
～
二
〇
九
上
）。

48	
定
泉
『
梵
網
経
古
迹
記
補
忘
抄
』「
答
彼
師
且
釈
下
巻
戒
本
。
是
故
取
誡
悪
行
門
為
宗
也
。
若
通
上
下
両
巻
解
釈
、
如
今
師
可
立
二
門
也
」（『
日
本
大
蔵
経
』
三
七・

二
〇
八
下
）。

49	

『
菩
薩
戒
本
宗
要
』
巻
一
「
一
能
成
者
。
如
経
曰
。
一
切
有
心
者
、
皆
応
摂
仏
戒
。
謂
無
上
乗
、
至
深
至
広
」（
大
正
四
五・

九
一
五
中
）。

50	

『
菩
薩
戒
本
疏
』
巻
一
（
大
正
四
〇・

六
六
二
上
）。

51	

『
菩
薩
戒
本
宗
要
纂
註
』「
霊
芝
云
有
心
即
目
衆
生・

華
厳
云
：
凡
有
心
者
、
皆
當
作
仏
是
也
。
皆
応
摂
者
、
古
迹
云
：
有
障
無
性
不
成
戒
故
」（『
日
本
大
蔵
経
』
三
九・

二
九
八

下
）。「
有
心
云
～
仏
是
也
」
は
靈
芝
『
四
分
律
含
注
戒
本
疏
行
宗
記
』
巻
四
（『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
四
〇・

一
七
四
中
）
の
文
章
。

52	

『
述
迹
抄
』「
問
有
心
之
言
正
指
菩
提
心
見　

是
以
下
釈
之　

有
心
者
得
發
大
心　

爾
者
是
非
有
情
儀　

旨
釈
分
明　

加
之　

義
寂
疏
云　

一
切
有
心
皆
応
摂
仏
戒
者　

謂
一
切
衆

生
道
成
仏
信
心
皆
応
摂
受
諸
仏
戒
也　

此
釈
意
接
上
経
文
得
意
也
」（『
日
本
大
蔵
経
』
三
八・

三
一
七
下
～
三
一
八
上
）。

53	

『
日
本
大
蔵
経
』
三
七・

二
六
六
下
～
二
六
七
上
。

54	

両
文
献
に
つ
い
て
は
、『
日
本
大
蔵
経
』
第
九
七
巻
の
解
題
一
四
四
、
一
四
六
項
目
を
参
照
さ
れ
た
い
。
両
寺
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
石
田
瑞
麿
『
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
研

究
』
第
五
章
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
戒
律
」（
中
山
書
房
、
一
九
六
三
初
刷
、
一
九
七
六
再
刷
）、
蓑
輪
顕
量
『
中
世
初
期
南
都
戒
律
復
興
の
研
究
』
第
十
章
「
覚
盛
と
叡
尊
の
戒

犯
意
識
の
相
違
」（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
）、
照
遠
『
述
迹
抄
』
で
は
叡
尊
の
見
解
を
批
判
す
る
例
（『
日
本
大
蔵
経
』
三
八・

二
四
二
下
～
二
四
三
上
、
二
六
一
上
、
三
四
二
下
、

三
四
三
下
、
三
九・

二
八
上
等
々
）
が
見
受
け
ら
れ
る
。

55	

性
罪
現
行
を
め
ぐ
っ
て
慈
恩
と
の
相
違
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
宗
家
の
解
釈
と
の
相
違
も
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
金
天
鶴
前
掲
論
文
二
〇
二
〇
、
一
〇
七
～
一
〇

八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

56	

本
解
題
の
作
成
に
あ
た
り
、
身
延
山
大
学
の
金
炳
坤
准
教
授
に
多
大
な
ご
教
示
を
頂
い
た
。
本
紙
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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